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中の下腿三頭筋の筋腱動態の変化．スポーツ科学研究，6: 97-110, 2009. 
 
 第2章から第4章の知見は、足関節トルクの増加に対して筋の収縮速度の増加を抑えなが
ら力を高めること、筋腱複合体長の伸長短縮速度を腱の伸長短縮速度が担うことを意味する。
この知見は福永(2002)やKawakami & Fukunaga(2006)の指摘した「筋腱複合体のパワーの
力を筋が担い、速度を腱が担う」という筋と腱の機能的役割を明確にするものである。また、
最大下から最大努力でのSSC運動では筋と腱のSSCから腱のSSCにシフトするポイントが
存在することが伺えた。さらに、筋疲労によって収縮できなくなった筋の役割を腱が担うよ
うになることが示唆される。これらのことより、動作条件に依存して筋腱動態の変化と筋腱
相互作用を通じて、合目的的に必要な関節パワーあるいは機械的仕事を達成しているものと
考えられた。また、本研究では、顕著な筋間差はみられなかった。先行研究の知見を本論文
の知見に照らして考察すると、報告間にみられた筋腱動態の変化の協働筋間差は、膝関節角
度変化の影響であった可能性が高い。身体運動中、腓腹筋内側頭およびヒラメ筋は常に協調
して、下腿三頭筋単体として関節パワーあるいは機械的仕事を調整していることが示唆され
た。 
 本論文は下腿三頭筋各筋の振る舞いや筋腱相互作用がどのようにして関節パワー発揮に
貢献しているかを明らかにしたものであり、間接的な証拠から考察されてきた骨格筋によ
る関節運動のコントロールに関する研究を大きく前進させるものである。この点において、
スポーツ科学の発展に大いに寄与するものであると考えられる。本申請者の今後の研究上
の活躍が大いに期待できる。 
 上記のような評価を得て、本審査委員会は、佐久間 淳氏の学位申請論文が博士（スポ
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ーツ科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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